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,(M2IllWi射,線医療にお脳遠隔医療のjlD錯性と脇題点
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特集を企画するにあたって
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今回の特集「小ﾘﾑ放射線|湖iにおける遠隔医

療のnJ能性と問題点」を企lIIliした動機は恥ずか

しい．個人的な２つの体験に端を発する．１つ目

は中米での突然の意外な,''１米ｍｊｆ，２つ|]はその１

年後シカゴ小児病院を兇'γ:したときの衝撃であ

る．これら２つの体験が私に現代のtelemedicine，

teleradiologyの[11能性をぢえさせる糸１１をくれ
た．巻頭にふさわしいとはとても思えないが，

今1']1の特集号の入りl1IiiIb八ということでお許し

を論う．２つのエピソードをご紹介する．

１つk|の体1験は'１１)IUlLIlilにIilM伯洲行に行った

ときのことである．イilAL1lilﾉlの小学校で100

人近い腕白盛りの小半'kを|;Ｉｌｆにその|:Iilの文部

省の職只の方々との栄鍵,１M行を済ませ，やっと

のことホテルに灰ってl1lill11とビールを飲んで，

ほっと一息ついたところフロントからの電話

ある'二|本人がifii会に来ているという．｜i１匹|｢かと

不思議だったが特にM1rるjJ11Il1もなくロビーに降

りる．’'1手はいま,;,]刷幽の'''心，’'水外務肯の外

郭団体の職只．このlH1にボランティアで来たば

かりの20代女性が２過IAjljiより熱と咳が治まら

ず,市1ﾌﾞﾘの総合ﾘIji院で診察を受けCTljlii形を受け

たしかし('；ｉｉ１ｌ医がいないので！ということで

私のところへ来たのだった．私も１Ｗ]灰ではな

い．詳しい内容は伏せるが，jM1iﾊj7）210〔を１１本の

放射線科医に３１１かけてFGdExの憎撒Iｿ'１で送っ

た．人，jlに至らずひと安心だった．あとでぞえ

て’これが緊急を班する｣|「態だったらと思い，

ぞっとした．倣ったCT7j《1逆をスキャンしてパ

ソコン経''1のｅメールで|豚１１#に'１本に送信でき

ていれば、一女(にＩｌｌ題が解決していただろう．

このとき初めて，telem(ﾕdicineを思い描いた．

それが丁度11本政府がIＴ''''2命を〕{7,1.ＪにＩ１ｌｌえてい

た頃か，その後だったか定かでない．しかし日

本政府のお膝元の|｣1体が，なぜこの程度のrE技

術を考えようとしないのか．ほんとに本当に不

思議な思いがした．Teleradiologyの思いはこの
とき初めて私にとって切実なものとなった．

その１年後Ⅲ群台はシカゴに脇る．ある学会の

帰りシカゴ小児）iji院に寄った．シカゴ小児病院と

いえば小児外科ではRaffenspe1月ger先生がほんの
数年前まで活llVMされていたりi)illjiijと,illl識していた．

彼の跡を，小ｲlliだがｌ１１ｉＥのない笑顔が印象的な

Arensman教授が継いだ．Arensman教授とはイ

ギリス小ﾘﾑ外科学会にお/[い}l}》iliの折り税しくさ

せていただき，そのUM係もあって炎敬訪問のつも

りでお邪魔した．そのiiiに彼の「で働く特荷に病

院1ﾉﾘを案|ﾉﾘしてもらい’放射線室に案|ﾉﾘされて１１１

舎者の私は腰を抜かした．放射線診断はほぼ完全

にフィルムレス．ＩｌＩ１ｉ際はディスプレイ｣二で処理さ

れる．オンコールの放射線科匪は緊芯(の場合病院

に来ることなく「1毛で,論1杉，怠兄を求めた医者と

電話で討論できる．このとき述陥放射線のコンセ

プトを持たない私の脳典にlljび，１イ'二前の中米で

の苦い体験がリブレーンした．「やはりこれだ!｣．

インターネットで地球の典11111の,'1{来萠がリア

ルタイムで'１Ｍ!;される｣),1,代｜剛(界にあってＩＴ

と蛾も近しい関係にある放射線がこの迦信手段

をIjliえないはずがないとJklMillﾉﾄﾞ平に考えた．し

かし現実に1だ)jijiD,l呪に没逸するのかどうか．で

きるためには１１１が必喫で，そのためにはどのよ

うな障霄が今あるのか．ずぶの衆人の私以外は

儒さん，この分ﾘﾂﾞにおi汗しい光''２〃である。そ

の可能性とIHj題点をご'6Ｗいただいた。今ILllの

特集が１１１界のⅢ苅気に,''１『しむm全てのｊＬ供達の|ﾘlる

いイミ米に風献すると１m;じる．
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